
京写からのご提案

特性比較

耐はんだクラック金属基板

はんだクラックを抑制する２種類の金属基板を提案します。　
１．銅ベース基板　　２．耐はんだクラックアルミ基板

耐はんだクラック金属基板のご提案！

※試験条件：-40℃⇔125℃（保持時間30分）、実装部品：チップ抵抗3216　はんだペースト：Sn-3Ag-0.5Cu

従来アルミ基板

はんだクラック耐性

1000サイクル

2000サイクル
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銅ベースにより応力緩和
（CTE：銅＜アルミ）

絶縁層最適化により応力緩和
（低弾性）

赤色部分：はんだクラック対策 赤色部分：はんだクラック対策

自動車電装用途に使用されるアルミ基板は、はんだクラックの耐性が求められます。
従来アルミ基板では、搭載部品（セラミック）と基板材料との面方向の熱膨張差から
はんだ接合部に応力が集中し、はんだクラックが発生し問題となっています。

チップ抵抗（CTE : 小）

アルミベース板（CTE : 大）

はんだクラック

特　性
量産対応量産対応 参考出展

従来アルミ基板 銅ベース基板 耐はんだクラックアルミ基板

（自動車電装用途に使用される金属基板）

冷熱サイクル試験評価結果
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